
２
月

№
2
4
0

令
和
７
年
（
2
0
2
5
）

２
月

№
2
4
0

令
和
７
年
（
2
0
2
5
）
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20
歳
お
め
で
と
う
！ 

42
名
が
20
歳
を
祝
う
会
に
参
加
！

　
津
野
町
の
20
歳
を
迎
え
た
方

が
た
を
祝
う
﹁
20
歳
を
祝
う
会
﹂

が
１
月
２
日
、
津
野
町
葉
山
運

動
公
園
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
42
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

恩
師
や
旧
友
と
の
再
会
を
喜

び
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

阿
部
　
大
吉 

池
田
　
蓮 

市
川
　
未
悠 

江
渕
　
和
泉 

岡
村
　
七
海 

大
賀
　
千
宙 

小
川
　
海
惺 

小
川
　
虎
太 

片
岡
　
裕
太 

小
林
　
菜
々
美 

小
山
　
桜
空 

下
元
　
太
央 

高
橋
　
桜
獅 

高
橋
　
鉄
舟 

田
中
　
凛
太
郎 

田
部
　
一
護 

中
山
　
桃
嘉 

中
山
　
結
稀 

中
山
　
琉
那 

西
田
　
愛
奈 

西
森
　
春
菜
美 

福
井
　
花
音 

N
G

U
Y

E
N

 K
H

A
N

H
 L

Y

N
G

U
Y

E
N

 T
H

I N
H

A
N

　
　

福
井
　
美
咲 

前
野
　
光
彦 

松
本
　
陽
莉 

池
　
　
愛
奈 

井
関
亜
莉
晏 

岩
本
　
愛
菜 

岩
本
　
真
林 

岡
﨑
　
翔
永 

加
藤
　
晃
士 

川
田
陽
菜
乃 

高
橋
　
　
萌 

　
森
　
健
斗 

馬
場
　
　
巧 

久
川
　
愛
理 

久
川
　
碧
斗 

藤
原
　
紗
季 

保
川
　
菜
摘 

山
田
　
愛
華 

︻
20
歳
を
祝
う
会
出
席
者
︼

　
　
　
　
　
　
　
　︵
敬
称
略
︶

　
こ
の
式
典
は
、
津
野
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
若
者
で
構
成
さ
れ

た
　
20
歳
を
祝
う
会
実
行
委
員

会
﹂
が
主
催
と
な
り
企
画
・
運

営
を
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
設
置
し
、
華
や
か
で
や
わ
ら

か
な
雰
囲
気
の
会
場
で
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
歳
の
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、

片
岡
裕
太
さ
ん
が
登
壇
し
、
こ

れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
保
護
者

や
恩
師
の
方
が
た
へ
の
感
謝
の

言
葉
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
向

け
た
決
意
を
表
明
し
て
い
ま
し

た
。

「

20

式
典
の
よ
う
す

▲20歳を代表して　片岡　裕太さん

▲旧友と喜びの再会 ▲フォトスポットでパチリ

●
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
　
　

委
員
長
　
　 

片
岡
　
裕
太

副
委
員
長
　 

市
川
　
未
悠

委
員
　

　
小
林
菜
々
美
　
高
橋
　
桜
獅
　

　
田
中
凛
太
郎
　
福
井
　
花
音

　
節
安
　
澪
　
　
竹
﨑
虎
太
郎

　
中
山
　
輝
紀
　
　
以
上
９
名

●
20
歳
の
皆
さ
ん
へ

　
改
め
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。後
日
、
式
典
の
よ
う
す

の
写
真
や
皆
さ
ん
に
書
い
て
い

た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載

し
た
冊
子
を
記
念
品
と
し
て
お

送
り
い
た
し
ま
す
。ど
う
ぞ
、
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

︵
教
育
委
員
会
　
鍋
島
　
友
弥
︶

あ
　
べ
　
　
だ
い
き
ち

い
け
だ
　
　
れ
ん

い
ち
か
わ
　 

み 

ゆ
う

 

え
ぶ
ち
　
　
い
ず
み

お
か
む
ら
　 

な
な
み

 

た
い
が
　
　
ち
ひ
ろ

お
が
わ
　
　
か
い
せ
い

お
が
わ
　
　 

こ
う
た

か
た
お
か
　
ゆ
う
た

こ
ば
や
し
　 

な  

な  

み

こ
や
ま
　
　 

さ
　
ら

し
も
も
と
　 

た 

お

た
か
は
し
　
お
う
し

た
か
は
し
　
て
っ
し
ゅ
う

た
な
か
　
　
り
ん
た
ろ
う

 

た 

べ
　
　
　
い
ち
ご

な
か
や
ま
　 

も
も
か

な
か
や
ま
　 

ゆ 

い

な
か
や
ま
　  

る  

な

に
し
だ
　
　
あ
い
な

に
し
も
り
　  

は 

な 

び

ふ
く
い
　
　
か
の
ん

グ
エ
ン
　
カ
イ
ン
　
リ

グ
エ
ン
　
テ
ィ
　
ニ
ャ
ン

ふ
く
い
　
　
み
さ
き

ま
え
の
　
　
み
つ
ひ
こ

ま
つ
も
と
　
ひ
ま
り

い
け
　
　
　
あ
い
な

い
せ
き
　
あ 

り 

あ

い
わ
も
と
　
あ
い
な

い
わ
も
と
　
ま
り
ん

お
か
ざ
き 

し
ょ
う
え
い

か
と
う
　
　
あ
き
ひ
と

か
わ
だ  

ひ 

な 

の

た
か
は
し
　
　
　
も
え

に
し
も
り
　
け
ん
と

 

ば  

ば
　
　
　
た
く
み

ひ
さ
か
わ
　
あ
い
り

ひ
さ
か
わ
　
あ
お
と

ふ
じ
は
ら
　 

さ 

き

ほ
か
わ
　
　
な
つ
み

や
ま
だ
　
　
あ
い
か
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令
和
６
年
12
月
21
日
に
第
60

回
高
知
県
茶
品
評
会
の
表
彰
式

が
高
知
市
の
Ｊ
Ａ
高
知
ビ
ル
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
式
は
７
月
に
行
わ

れ
た
品
評
会
で
、
外
観
、
水
色
、

香
気
、
滋
味
の
４
項
目
に
つ
い

て
審
査
し
、
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
品
評
会
に
は
県
内
の
お
茶
ど

こ
ろ
か
ら
35
品
が
出
品
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
高
知
県
津
野
山
茶
生
産
組

合
の
生
産
者
が
出
品
し
た
﹁
つ

の
茶
﹂は
、
上
位
を
独
占
、
３
賞

全
て
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
の
高
知
県
知
事
賞

に
黒
川
満
洋
さ
ん
、
続
く
優
秀

賞
２
点
に
久
川
和
彦
さ
ん
と
野

村
益
運
さ
ん
、
優
良
賞
に
は
今

橋
勝
征
さ
ん
と
村
田
耕
一
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
　
精
魂
込
め
て
作
ら
れ
た

﹁
つ
の
茶
﹂
は
、
道
の
駅
布

施
ケ
坂
や
風
車
の
駅
な
ど

で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
飲

み
方
も
温
か
い
お
茶
や
冷

た
い
水
出
し
茶
、
津
野
山

ビ
ー
ル
な
ど
季
節
に
合
わ

せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
味
を
楽

し
め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

︵
産
業
課
　
戸
田
　
博
久
︶

第
60
回
高
知
県
茶
品
評
会
　
表
彰
式

つ
の
茶
が
上
位
を
独
占

▲前列左から野村さん、高橋さん（久川さん代理）、
　黒川さん、今橋さん、村田さん

受
賞
内
容

最
優
秀
賞︵
１
点
︶

　︵
高
知
県
知
事
賞
︶

　
　
　
　
　
黒
川
　
満
洋
さ
ん

優
秀
賞︵
２
点
︶

　︵
Ｊ
Ａ
高
知
県
中
央
会
長
賞
︶

　
　
　
　
　
久
川
　
和
彦
さ
ん

　︵
Ｊ
Ａ
高
知
県
組
合
長
賞
︶

　
　
　
　
　
野
村
　
益
運
さ
ん

優
良
賞︵
４
点
︶

　︵
土
佐
茶
振
興
協
議
会
賞
︶

　
　
　
　
　
今
橋
　
勝
征
さ
ん

　
　
　
　
　
村
田
　
耕
一
さ
ん

　
12
月
６
〜
７
日
に
山
梨
県

北
杜
市
で
行
わ
れ
た
﹁
第
26
回

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク

ー
ル
国
際
大
会
﹂
で
、
津
野
町

宮
谷
﹁
瑞
穂
フ
ァ
ー
ム
︵
宇
都

宮
孝
代
表
︶﹂
の
お
米
が
金
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。　
　

　
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
が

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
国

際
総
合
部
門
や
栽
培
別
部
門

な
ど
７
部
門
に
全
国
か
ら
４
，

０
０
０
余
り
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
同
フ
ァ
ー
ム
は
﹁
都
道
府
県

代
表
お
米
選
手
権
﹂
部
門
に
エ

ン
ト
リ
ー
。
タ
ン
パ
ク
や
う
ま

み
成
分
な
ど
の
機
械
測
定
で

１
次
２
次
審
査
を
通
過
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
米
・
食
味
鑑
定
士

や
料
理
研
究
家
な
ど
食
の
プ

ロ
の
実
食
に
よ
る
難
関
を
突

破
。
全
国
40
団
体
の
ひ
と
つ
金

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
に
続
い
て
２

度
目
の
受
賞
に
宇
都
宮
さ
ん

は
﹁
今
後
も
３
度
４
度
と
賞
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
が
ん
ば
り

た
い
﹂
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
鳥
獣
被
害
が

急
増
す
る
中
で
地
道
に
取
り
組

ま
れ
た
結
果
が
実
を
結
ん
だ
快

挙
。
自
分
の
農
地
だ
け
で
な
く
、

町
内
外
の
農
地
︵
耕
作
放
棄
地
︶

を
借
り
受
け
有
効
活
用
さ
れ
る

姿
は
﹁
地
域
計
画
﹂
の
先
駆
け
で

す
。
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　︵
産
業
課
　
西
森
　
健
一
︶

国
際
大
会
で
二
度
目
の
栄
冠

宮
谷
、瑞
穂
フ
ァ
ー
ム
米
が
金
賞
受
賞

ほ
く
と

◀
表
彰
さ
れ
る
黒
川
さ
ん

く
ろ
か
わ
　
　
み
つ
ひ
ろ

ひ
さ
か
わ
　
　
か
ず
ひ
こ

の
む
ら
　
　
　
み
つ
か
ず

い
ま
は
し
　
　
か
つ
ゆ
き

む
ら 

た
　
　  

こ
う
い
ち



　令和６年度中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」地方奨励賞を船戸活性化委員会「四万十

川源流点」が受賞しました。

　中国四国農政局において「強い農林水産業」「美しく活力

のある農山漁村」の実現のため、地域資源を引き出すことに

より地域の活性化に向けた船戸活性化委員会の取り組み

が、今後の活躍が期待できる取り組みとして選定されまし

た。

　船戸活性化委員会は５つの部会を設けて活動しており、

交流人口拡大に努めたイベントの開催や特産品づくり、四

万十川源流域の景観維持、防災研修などを行っています。

　「今回の受賞を励みにますますの向上に努めていきたい

です」と役員一同意気込んでいました。

　　　　　　　　　　　　( まちづくり推進課　高橋　梓）
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１
月
４
日
︵
土
︶
鳴
川
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
、
消
防
団
員
、
女
性
消

防
隊
、
消
防
職
員
の
約
160
人
が

参
加
し
て
令
和
７
年
津
野
消
防

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
今
橋
消
防
団
長
が
訓

示
を
述
べ
た
後
、
池
田
町
長
を

は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
か
ら

激
励
の
お
言
葉
や
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
業
務
に
功
績
の

あ
っ
た
団
員
に
﹁
高
幡
消
防
組

合
長
表
彰
功
労
賞
﹂
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
新
土
居

地
区
の
河
川
敷
に
お
い
て
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
、
今
年
一
年
の

無
火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
津
野
町
で
は
１
件
の

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
み
て
も
火
災
や
自
然
災

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
崇
高
な
使
命
の
元
、

地
域
の
防
火
・
防
災
に
取
り
組

み
ま
す
の
で
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

︵
高
幡
消
防
組
合
津
野
消
防
団
︶

︻
高
幡
消
防
組
合
長
表
彰
功
労
章
︼

班
長
　
岡
田
　
　
明︵
船
戸
︶　

団
員
　
福
井
　
康
訓︵
姫
野
々
︶

団
員
　
西
森
　
弘
剛︵
杉
ノ
川
︶

団
員
　
山
本
　
直
也︵
新
田
︶

団
員
　
田
村
　
勝
也︵
郷
︶

団
員
　
藤
村
　
厚
太︵
郷
︶

団
員
　
下
元
　
善
一︵
高
野
︶

団
員
　
森
島
　
　
大︵
高
野
︶

団
員
　
野
村
　
和
雅︵
高
野
︶

津
野
消
防
出
初
式

　
１
月
２
日
︵
木
︶、
年
明
け
の
恒
例

と
な
っ
た
、
新
年
体
育
初
め
行
事﹁
歩

け
走
ろ
う
運
動
﹂が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
葉
山
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、
山

崎
地
区
、
三
嶋
神
社
前
を
折
り
返
す
、

お
よ
そ
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
、
304
名
の

参
加
者
が
各
々
の
ペ
ー
ス
で
完
走
、

完
歩
し
、
新
年
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ

し
い
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
に
は
、
福
袋
が
当
た
る

﹁
お
楽
し
み
抽
選
会
﹂
が
行
わ
れ
、
新

年
の
運
試
し
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
　(

教
育
委
員
会
　
石
田
　
純
也)

健
康
な
１
年
の
ス
タ
ー
ト
に
！

「ディスカバー農山漁村の宝」地方奨励賞受賞！

▲一斉放水

▲高幡消防組合長表彰授与
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　令和６年中の所得の申告時期が近づいてきました。申告内容は、令和７年度の町県民税や国民

健康保険税の課税資料、各種保険料の算定や軽減判定など行政サービスの基礎資料となります。

須崎税務署や eLTAXで申告をされない方は、津野町の会場にお越しください。

【申告が必要な方】

　令和７年１月１日に津野町に住所（住民登録）がある方。ただし、次の方は原則申告の必要はあ

りません。

　　・税務署で確定申告をした方　　　・給与収入のみで年末調整が済んでいる方

　　・年金収入のみで他に収入が無い方

※令和 6年中に収入が全く無かった方、又は障害年金・遺族年金等のみを受給している方でも

　国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険に加入している方は、保険料算定の基礎資料

　になりますので申告が必要です。

【申告に必要なもの】

　・本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証など）

　　※マイナンバーカードをお持ちでない方は、マイナンバー通知カード又はマイナンバー記載

　　　の住民票が必要になります。

　・給与、公的年金などの源泉徴収票　・事業所得（農業、営業等）のある方は、帳簿や領収書

　・各種控除（医療費・生命保険など）に必要な証明書又は領収書

　　※事前に収支や医療費控除などの資料を整理して計算を済ませておいてください。

【申告受付期間・時間】　

　令和７年２月１７日（月）～令和７年３月１７日（月）　　※土・日・祝祭日は除く

　午前９時～１２時・午後１時～４時

【会場】　役場本庁舎２階　第 1会議室、　役場西庁舎１階　ホール

　　※申告期間の初日や最終日、その近くの日は、例年大変混雑し長時間お待たせする場合

　　　がございますので、混雑緩和のため申告日の調整等ご協力をお願いします。また、東地区

　　　（葉山地域）の方は本庁舎、西地区（東津野地域）の方は西庁舎での申告にご協力をお願いし

　　　ます。

　　※2023年10月から開始されたインボイス制度により制度が複雑化している消費税申告や、　

　　その他申告内容によっては税務署へご案内させていただきます。あらかじめご了承くださ　

　　い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　町民課税務係　☎５５－２３１４

税の申告が始まります



【申告会場開設期間】　令和７年２月 17 日（月）～３月 17 日（月）　　※土・日・祝日を除く

　※上記期間前は、確定申告会場を設置しておりませんが、作成済みの申告書等の提出は受け付け

ております。また、贈与税や土地などの譲渡所得の申告相談ご希望の方は、担当職員が従事している

３月３日（月）以降にお越しください。

【受付時間等】　午前８時 30 分～午後４時　（相談開始は午前９時から）

　※入場には「入場整理券」が必要です。（作成済申告書の提出のみであれば不要）

　　入場整理券は当日配付しますが、LINE を通じたオンライン事前発行も可能です。

　　整理券の配付状況に応じて午後４時前でも受付を終了する場合があります。

　※確定申告会場では、原則、ご自身のスマホを操作し、申告書を作成していただきます。

　　　確定申告会場に来場される場合は、確定申告書の作成に必要な書類のほか、スマホ、

　　マイナンバーカード、マイナンバーカードのパスワード２種（①利用者証明用電子証明書（数字

　　４桁）、②署名用電子証明書（英数字６～ 16 文字））を持参してください。

　　　

　　　　　　◆　電話による申告相談をご利用ください　◆

【“確定申告”電話相談センター開設期間】 　令和７年１月 17 日（金）～３月 17 日（月）

所得税及び復興特別所得税・贈与税・消費税及び地方消費税の確定申告に関するご質問やご相談

にお答えします。なお、土・日・祝日については、３月 2 日（日）のみ、電話相談を行っております。

【受付時間】　午前８時 30 分から午後５時まで

【自動音声でご案内します】 国税相談専用ダイヤル（0570-00-5901）にお電話いただき、自動音声案

内に従い、『０』番を選択してください。

【e-Tax・作成コーナーヘルプデスクのご案内】

e-Tax ソフト・確定申告書等作成コーナーの事前準備、送信方法、エラー解消などの使い方に関す

る問い合わせの専用窓口としてヘルプデスクを設置しています。申告等の内容に関する事項、税法

関連事項については、AI を活用した税務相談「チャットボット」をぜひご利用ください。

ヘルプデスクナビダイヤル（全国一律料金）　☎0570－01－5901

　　　　　　　　　　　受付時間　月～金　午前９時〜午後５時

　　◆　確定申告はスマホとマイナポータル連携でさらに便利に！　◆

【確定申告書は、e-Tax で便利に作成できます】

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に沿って金額等を入力する

だけで、申告書や青色申告決算書・収支内訳書の作成・e-Tax による送信ができます。

　また、令和７年１月から所得税のすべての画面及び消費税の「簡易課税」と「２割特例」の画面がス

マホでも操作しやすくなるほか、贈与税もスマホで申告できるようになるなど、スマホ申告がます

ます便利になっています。

　　　　　　　　　　　　　　　【お問合わせ先】　須崎税務署　☎42－2355 （代表）

広報 つのちょう 6

須崎税務署から確定申告についてのお知らせ

国税庁LINE公式

アカウントは

こちら
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日
本
年
金
機
構
か
ら
﹁
社
会

保
険
料
︵
国
民
年
金
保
険
料
︶
控

除
証
明
書
﹂
が
対
象
者
宛
て
に

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
大
事
に
保

管
し
、
確
定
申
告
等
の
際
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
送
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

　﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保

険
料
︶
控
除
証
明
書
﹂
は
、ｅ‐

Ｔ

ａ
ｘ
で
利
用
で
き
る
電
子
版
の

交
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
郵
送

よ
り
も
早
く
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
、
簡
単
に
確
定
申
告
が
で

き
る
た
め
、
電
子
版
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
﹁
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
﹂
に
ロ
グ
イ
ン

し
、
電
子
送
付
希
望
の
登
録
を

す
る
と
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

﹁
お
知
ら
せ
﹂
で
電
子
版
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︵
登
録

す
る
と
郵
送
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
︶。

　﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

で
す
！

︿
年
金
だ
よ
り
﹀

険
料
︶
控
除
証
明
書
﹂
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、①
〜
③
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①﹁
控
除
証
明
書
相
談
チ
ャ
ッ

ト︵
24
時
間
対
応
︶﹂

　
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金

保
険
料
︶
控
除
証
明
書
﹂
に
関
す

る
お
客
様
の
照
会
に
対
し
て
、

チ
ャ
ッ
ト
の
形
式
で
自
動
的
に

応
答
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

②﹁
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
﹂

　﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保

険
料
︶
控
除
証
明
書
﹂
に
関
す
る

概
要
、
よ
く
あ
る
ご
質
問︵
Ｑ
＆

Ａ
︶等
に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

③﹁
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ

ル
﹂

◆
電
話
番
号

︵
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
︶

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４

◆
受
付
時
間

・
月
〜
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

・
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

︵h
ttp

s://w
w

w
.n

e
n
k
in

.g
o
.

jp
/

︶

【別表】

対象者 送付時期送付方法

令和６年１月１日から令和６年９月 30日

までの間に国民年金保険料を納付された方

令和６年 10月１日から令和６年 12月 31

日までの間に国民年金保険料を納付された方

（①の対象者を除きます）

電子送付

電子送付

郵送

郵送

令和６年 10月中旬から下旬にかけて順次

令和６年 10月下旬から 11月上旬にかけて順次

令和７年１月下旬

令和７年２月上旬

①

②

　令和６年４月１日から、相続人は、不動産 ( 土地・家屋 ) を相続で取得したことを知った日か

ら３年以内に、相続登記を申請しなければならないこととされました。

　それより前に相続した不動産も、相続登記がされていないものは対象となり、その場合は、令

和９年３月 31日までに相続登記を申請していただく必要があります。

　いずれの場合も、正当な理由なくその申請を怠ったときは、10万円以下の過料が科せられる可

能性があります。

　相続登記の手続きを専門家に依頼される方は、高知県司法書士会総合相談センターにご相談

ください。ご自身での手続きをご希望の方は、お近くの法務局までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　・高知県司法書士会総合相談センター　☎０８８－８２５－３１４３

　　　　　　　　　・高知地方法務局須崎支局　　　　　　☎０８８９－４２－０３７４

相続登記の申請が義務化されました
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（1）心身障害者扶養共済制度とは
　障害児（者）の保護者が生存中に一定額の掛金を納めることにより、その保護者が死亡

または重度障害になったときに、障害児（者）に終身にわたって一定額の年金を支給する

制度。

（2）加入資格者
【加入できる人】

障害児（者）の保護者（父母、配偶者、兄弟姉妹等）であって、次の要件を満たしていること。

・4月 1日の年齢が 65歳未満であること。

・病気や障害がなく、生命保険に加入できる程度の健康状態であること。

【障害児（者）とは】

①身体障害者手帳（1級〜3級）を持っている人

②療育手帳を持っている人

③精神または身体に上記①②と同程度の障害を有する人

（3）掛金について
【掛金（月額）】

1 口 4,650 円〜9,320 円（加入時の年齢によって掛金が異なります）

【掛金の減額】

次のような人は、申請により掛金を減額することができます。

①生活保護世帯に属する人

②市町村民税非課税世帯に属する人

③市町村民税均等割世帯に属する人

【掛金の免除】

20 年以上継続加入し、かつ年齢が 65歳以上に達している人

（4）年金支給について
【支給月額及び支給方法】

加入者が亡くなったときまたは重度障害者となったときに、その月から毎月、障害児（者）

本人、または年金管理者に支給されます。

・1口加入の場合（月額）20,000 円、2口加入の場合 40,000 円

（5）申請手続
・加入者申込書

・申込者告知書

・障害証明書（手帳等の写しを添付）

・保護者と対象障害児（者）の住民票

（必要に応じて掛金減額申請書、年金管理者指定届）

上記を津野町健康福祉課まで提出してください。

この制度について、ご不明な点がございましたらお気軽にお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　健康福祉課（里楽）　☎55-2151

心身障害者扶養共済制度について

・病気や障害がなく、生命保険に加入できる程度の健康状態であること。
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日本脳炎
　平成21年４月２日以降に生まれたお子さんの日本脳炎予防接種の接種可能期間は下記のとおりで

す。

　接種可能期間を外れると、公費（無料）では受けられなくなりますのでご注意ください。

　積極的勧奨の差し控えにより、日本脳炎の予防接種を受ける機会を逸したお子さん（平成19年４

月１日以前に生まれた方）の接種可能期間は20歳未満となります。紛失等で予診票の再交付が必要

な場合は予防接種担当までご連絡ください。

麻疹風疹混合ワクチン
接種期間

【第１期】　生後12ヶ月〜生後24ヶ月まで

【第２期】　小学校就学前の一年間（平成30年４月２日〜平成31年４月１日生まれの方）

２種混合ワクチン
接種期間　満11歳の誕生日から満13歳の誕生日前日まで

※接種をご希望する方は、小学校卒業までに接種をお願いします。

　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　健康福祉課（里楽）河上　桐也　☎55‐2151

予防接種のお知らせ（最終）

日本脳炎予防接種の接種可能期間

推奨接種期間 接種可能期間

１期初回
１回目

２回目

１期追加

２期

３歳〜４歳未満

１回目終了後１〜４週の間

４歳～５歳未満（１期終了後おおむね1年おく）

９歳～10歳未満

生後6ヶ月〜90ヶ月

（7歳半）未満

9歳〜13歳未満

　
津
野
町
で
は
、
社
会
に
お
い

て
広
く
有
為
な
人
材
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
奨

学
金
の
貸
与
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
７
年
度
奨
学
生
の

募
集
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

１
　
奨
学
生
の
資
格

　
保
護
者
又
は
本
人
が
津
野
町

に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校
、

大
学
、
専
修
学
校
又
は
こ
れ
ら

と
同
程
度
の
学
校
及
び
教
育
機

関
に
在
学
す
る
者
で
、
学
資
の

支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
も

の
。

２
　
学
資
貸
与
額

　
区
分
に
よ
る
学
資
貸
与
額
の

範
囲
内
で
、
希
望
す
る
額
。

︻
高
等
学
校
等
︼

　
月
額
１
万
円
〜
３
万
円

︻
専
門
学
校
等
︼

月
額
１
万
５
千
円
〜
４
万
円

︻
大
学
等
︼ 

月
額
１
万
５
千
円
〜
５
万
円

３
　
利
息
　
　
無
利
息

４
　
貸
与
の
決
定

　
津
野
町
奨
学
生
選
考
委
員
会

の
選
考
を
経
て
決
定
し
、
６
月

中
に
通
知
予
定
で
す
。

５
　
奨
学
金
の
返
還

　
奨
学
生
が
卒
業
し
、
奨
学
金

貸
与
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き

は
、
貸
与
の
終
了
し
た
月
の
翌

月
か
ら
起
算
し
て
６
ヶ
月
を
経

過
し
た
後
に
返
還
開
始
と
な
り

ま
す
。

６
　
保
証
人

　
連
帯
保
証
人
３
人
︵
内
１
人

は
保
護
者
、
２
人
は
独
立
の
生

計
を
営
む
者
で
あ
っ
て
、
返
済

能
力
を
有
す
る
も
の
︶

７
　
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

令
和
７
年
２
月
１
日
︵
土
︶
〜

令
和
７
年
４
月
30
日
︵
水
︶

８
　
申
込
書
配
布
及
び
提
出
先

〇
津
野
町
教
育
委
員
会

　
︵
西
庁
舎
︶

〇
役
場
本
庁
舎
窓
口

※

詳
細
は
今
月
の
回
覧
及
び
、

申
込
書
配
布
資
料
、
津
野
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
教
育
委
員
会
　
久
保
浦
　
彩

　
　
　
　
　
☎
62-

２
２
５
８

令
和
７
年
度

　
津
野
町
奨
学
生
募
集
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高等学校等への通学費助成事業について

　津野町では高等学校等に通学する生徒保護者の負担軽減を目的として、通学等に要する

経費の一部を助成する「津野町高等学校等通学費等助成事業」を実施しています。

・在学証明書または学生証の写し

・定期乗車券の写し又は領収書（乗車区間、有効期間、金額、

　宛名の記載がされているもの）

・下宿等に係る賃貸契約書（契約金額、契約内容のわかる書類）

　及び支払いが確認できる書類

・バイク購入に係る領収書、バイク通学許可書の写し

・バイクの走行距離が分かるメーターの写真及びバイク全体が

　写っている写真

・徴税等納入状況に係る課税資料等確認承諾書（様式第2号）

高等学校等通学費等助成申請書兼助成金請求書（様式第1号）

に下記添付書類を添えて提出してください。

配布場所：津野町教育委員会または役場本庁舎窓口で配布

　　　　　津野町ホームページに掲載

提出先　：津野町役場西庁舎教育委員会または役場本庁舎窓口

（1）公共交通機関の定期代の２分の１

　　ただし、高陵交通バス（須崎～梼原線）の定期代は３分の２

（2）寮費、下宿代等（食費を除く）の２分の１とし、１カ月の

　　助成額は15,000円を限度とする

（3）通学用バイク購入代の２分の１とし、１回に限り10万円を

　　限度とする

　※通学用バイク購入代の助成後は、定期代及び寮費等の助成は行わない

　※第３学年の通学用バイク購入代は対象外

下記に該当する保護者

・津野町に住所を有し居住している

・高等学校等に在学している満20歳以下の生徒を養育している

【お問い合わせ先】　教育委員会　十万　涼風　☎62－2258

対象者

助成額

申請方法

添付書類

申請期間
令和６年３月分～令和７年２月分が申請可能

提出期限：令和７年３月２０日まで
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12
月
10
日
、
津
野
町
食
改
再

研
修
で
地
域
の
伝
統
料
理
﹁
こ

ん
に
ゃ
く
﹂
の
作
り
方
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
義
母
が
元
気
だ
っ
た
頃
、
灰

の
灰
汁
︵
あ
く
︶
を
使
っ
て
作

る
の
を
手
伝
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
が
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

使
っ
て
作
る
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

　
吉
村
虎
太
郎
邸
の
豊
田
さ
ん

の
説
明
と
手
際
よ
い
実
演
を
見

せ
て
も
ら
い
な
が
ら
会
員
15
名

が
３
班
に
分
か
れ
て
実
習
、
丸

い
つ
や
つ
や
し
た
こ
ん
に
ゃ
く

が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
で
き
た
こ
ん
に
ゃ

く
を
使
っ
て
の
唐
揚
げ
作
り
、

合
わ
せ
て
栄
養
士
さ
ん
の
指
導

の
下
、
炊
き
込
み
ご
飯
と
す
ま

し
汁
も
作
り
、
恒
例
の
昼
食
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
に
ゃ
く
が
地
域
の
伝
統

料
理
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
確
か

に
家
の
辺
り
に
も
こ
ん
に
ゃ
く

芋
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
今
ま

で
あ
ま
り
利
用
せ
ず
に
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
体
に
も
い

い
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
方
に
習

っ
た
り
し
て
、
ぜ
ひ
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
食
改
の
会
員
︵
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
︶
の
主
な
活
動
に
つ
い
て
は

９
月
号
広
報
の
食
改
の
窓
に
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
会

員
に
な
っ
て
一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
新
し
い
方
の
加

入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

︵
西
黒
川
地
区
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
︶

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
活
動
報
告

〜
再
研
修

　
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
〜

片
岡
　
佳
代

【作り方】
※こんにゃく芋は素手で触るとかゆくなるため、必ずゴム手袋を着用する。

①こんにゃく芋は良く洗って、テニスボールくらいの大きさなら半分、大きなものは４つ、または

ミキサーで潰しやすい大きさに切って煮る。竹串が通るくらいになったら鍋から出して皮を取り除

く。鍋は水を換え、7〜8分目のお湯をわかす。

②こんにゃく１㎏に対して、倍の量の水を用意する。5、6切れのこんにゃく芋をミキサーに入れ、

芋が隠れるくらい水を入れて1分ほどミキサーにかける。潰れたら広めのたらいに移し、これを繰り

返して全て潰したらヘラなどで良くかき混ぜる。

③混ぜ続けると粘りが出て、バラの花のような形が残るようになる。ここで500mlのペットボトル

に3分の1ほど水を用意し、炭酸ナトリウム10ｇを入れて良く振る。粉が溶けきったら練ったこんに

ゃく芋に加え、よく混ぜる。

④1つ分250～300ｇを取り、空気や割れ目が入らないように丸めて沸騰した鍋に入れて煮る。（1

㎏のこんにゃく芋の場合、350gで13〜14個できる）

⑤約15分に一度こんにゃくを上下回転させ、１時間ほど煮たら鍋から取り出して完成。

★こんにゃくには食物繊維やカルシウム、カリウムなどの栄養素が豊富で、腸内環境を整えたり、

血糖値を下げる効果があります。たんぱく質やビタミンを含んだ肉類や野菜類、魚類などの食材と

一緒にバランス良く食べるといいそうです。

︻
食
改
の
窓
︼

★豊田さんのこんにゃく作りレシピご紹介 ★　
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昨
年
の
12
月
10
日
、
パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ス
リ
ン
グ
男

子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
65
㎏
級
に

お
い
て
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
清

岡 

幸
大
郎
選
手
が
津
野
町
に
来

て
く
だ
さ
り
﹁
夢
の
教
室
﹂
及
び

津
野
町
道
徳
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
葉
山
小
学
校
・
中

央
小
学
校
の
５
年
生
を
対
象
に

﹁
夢
の
教
室
﹂
を
実
施
し
ま
し

た
。
前
半
は
清
岡
選
手
の
運
動

教
室
、
後
半
は
清
岡
選
手
に
挑

戦
！
子
ど
も
た
ち
が
２
〜
３
人

組
に
な
っ
て
、
ど
ち
ら
が
マ
ッ

ト
か
ら
押
し
出
す
か
を
清
岡
選

手
と
競
い
合
っ
た
り
、
綱
引
き

対
決
を
し
た
り
と
、
楽
し
く
体

を
動
か
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
清
岡
選
手
か
ら
﹁
す

ぐ
に
良
い
結
果
が
出
な
い
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
、
続
け
て
い
れ

ば
い
つ
か
良
か
っ
た
と
思
え
る

時
が
来
る
。
失
敗
し
て
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
続
け
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
午
後
は
葉
山
総
合
セ
ン
タ
ー

体
育
館
に
場
所
を
移
し
て
、
町

内
の
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学

校
３
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
、

保
護
者
・
一
般
の
方
々
を
対
象

に
道
徳
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。
パ
リ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
日
本
代
表
に
選
ば
れ

な
い
可
能
性
が
高
か
っ
た
こ
と

や
、
こ
れ
ま
で
の
競
技
人
生
の

中
で
幾
度
と
な
く
挫
折
を
味
わ

っ
た
こ
と
、
そ
れ
で
も
あ
き
ら

め
ず
、
努
力
の
仕
方
を
考
え
、
実

行
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
参
加
し
た
方
は
、

自
分
の
夢
や
目
標
、
努
力
の
仕

方
に
つ
い
て
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

﹁
夢
の
教
室
﹂及
び

津
野
町
道
徳
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
　

　
　
　
実
施
し
ま
し
た

津
野
っ
子
漢
字
検
定

１
級
合
格
お
め
で
と
う
！

☆
葉
山
中
学
校

　
１
年
　
西
内
　
乃
愛

☆
東
津
野
中
学
校

　
１
年
　
坂
本
　
莉
子

　
　
　
　
藤
村
　
一
樹

の
　
あ

り
　
こ

い
つ
き

　
12
月
２
日
、
か
わ
う
そ
館
で

﹁
津
野
町
立
図
書
館
子
ど
も
司

書
認
定
式
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

９
月
か
ら
６
回
に
わ
た
っ
て
、

図
書
館
の
役
割
や
司
書
の
仕
事

に
つ
い
て
学
び
を
深
め
、
新
た

に
芝
晃
希
く
ん
︵
12
︶
が
﹁
子
ど

も
司
書
﹂
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
市
川
寧
菜
さ
ん

︵
14
︶、
市
川
達
稀
く
ん︵
12
︶は
、

再
受
講
で
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
。
３
人
と
も
図
書
館
だ
け

で
な
く
、
学
校
や
地
域
で
も
読

書
の
輪
を
広
げ
る
意
欲
に
溢
れ

て
い
ま
す

　
12
月
８
日
に
虎
太
郎
館
で
、

15
日
に
か
わ
う
そ
館
で
﹁
図
書

館
ク
リ
ス
マ
ス
会
﹂
を
開
催
し

ま
し
た
。
か
わ
う
そ
館
で
は
さ

っ
そ
く
子
ど
も
司
書
た
ち
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
、
ガ
チ
ャ
玉
に

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
入
れ
た
オ

ー
ナ
メ
ン
ト
づ
く
り
や
、
お
か

し
が
飛
び
出
す
﹁
ピ
ニ
ャ
ー
タ

割
り
﹂
を
行
い
ま
し
た
。３
人
は

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
優
し

く
声
を
か
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
ま
し
た
。ま
た
、
子
ど
も
司

書
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
た
お

は
な
し
会
で
は
、
１
冊
の
絵
本

を
セ
リ
フ
ご
と
に
担
当
を
変
え

て
読
む
な
ど
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
さ
を
発
揮
し
て
楽
し
い
内
容

に
な
る
よ
う
工
夫
が
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

津
野
町
立
図
書
館

　
か
わ
う
そ
館

　
　
　
　
　
☎
55-

３
０
０
１

　
虎
太
郎
館

　
　
　
　
　
☎
62-

３
５
５
５

ク
リ
ス
マ
ス
会
で

子
ど
も
司
書
大
活
躍

▲こども司書認定証授与式

▲おはなし会で手遊びするようす

▲オリンピックチャンピオンと対決

︵
教
育
委
員
会
　
横
山
　
勇
介

　
　
　
　
　
　 

三
上
　
由
佳
︶
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津
野
町
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
﹁
つ
の
っ
こ
ル
ー

ム
﹂は
、
認
定
こ
ど
も
園
に
じ

い
ろ
園
内
に
開
設
し
て
お
り

ま
す
。

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

や
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
開
催

し
、
親
子
の
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
内
に
開
設

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
園
児

た
ち
の
遊
び
や
食
事
の
よ
う

す
も
間
近
で
見
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
妊
婦
さ
ん
か
ら
就
学
前
の

子
育
て
家
庭
で
あ
れ
ば
町
内

外
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま

す
。

　
経
験
豊
富
な
保
育
士
資
格

を
持
っ
た
専
門
の
ス
タ
ッ
フ

が
常
駐
し
て
お
り
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
な
ど
も
相
談

で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︵
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
西
森
　
有
希
︶

︻
開
館
時
間
︼

　
９
時
〜
正
午

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

︻
休
館
日
︼土
日
・
祝
日

※

予
約
は
不
要
で
す
が
、
行
事
等

で
不
在
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
つ
の
っ
こ
ル
ー
ム
︵
に
じ
い

ろ
園
︶
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
つ
の
っ
こ
ル
ー
ム

　
　
　
　
　
　
☎
55‐

２
２
３
４

　
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
☎
62‐

２
２
５
８

津
野
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー﹁
つ
の
っ
こ
ル
ー
ム
﹂へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

▶
絵
本
の
紹
介
や
読
み
聞
か
せ

▶
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

▶
12
月
に
は
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場

　
津
野
町
へ
の
移
住
定
住
の
促

進
を
図
る
た
め
、
移
住
者
が
引

越
し
の
た
め
に
要
し
た
費
用
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

︻
対
象
者
︼

　
県
外
か
ら
の
移
住
者
︵
高
知

県
外
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

た
者
︶
で
あ
っ
て
、
定
住
の
意

思
を
も
っ
て
津
野
町
に
転
入
し

た
者
。

︻
交
付
要
件
︼

・
引
越
し
の
完
了
日
又
は
本
町

　
へ
の
転
入
日
の
い
ず
れ
か
遅

　
い
日
か
ら
３
か
月
以
内
で
あ

　
る
こ
と
。

・
住
民
票
の
異
動
が
完
了
し
て

　
い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に

　
本
町
へ
の
転
入
の
手
続
き
を

　
行
な
う
こ
と
。

・
５
年
間
は
津
野
町
に
居
住
す

　
る
見
込
み
の
あ
る
こ
と
。

︻
補
助
対
象
経
費
︼

　
引
越
し
事
業
者
等
に
依
頼
し

て
行
う
、
県
外
か
ら
町
内
へ
の

引
越
し
の
荷
物
運
搬
に
要
す
る

経
費
。

※

次
の
も
の
は
対
象
外

・
不
用
品
の
処
分
費

・
自
ら
も
し
く
は
親
族
や
友
人

　
に
依
頼
し
て
荷
物
の
運
搬
を

　
行
っ
た
場
合

・
他
の
補
助
金
の
対
象
と
な
る

　
経
費

︻
補
助
率
・
補
助
額
︼

・
補
助
率
　
２
分
の
１

・
補
助
金
上
限
額
　
10
万
円

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

　
　
　
　
　
高
橋
　
宏
輔

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
３
１
１

Ｕ
タ
ー
ン
も
対
象
で
す
！

津
野
町
Ｕ
I
タ
ー
ン
引
越
し
支
援
事
業
費
補
助
金
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皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
で
星
に
関
す
る

業
務
を
担
当
し
て
い
る
森
下
翔

太
で
す
。

　
津
野
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
着
任
し
て
早
一
年
が
経
と

う
と
し
て
お
り
、
年
を
重
ね
る

ご
と
に
時
の
流
れ
の
速
さ
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
今
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
積
極
的
に
行
動
に

移
し
て
い
く
一
年
に
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
星
ふ
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
に
は
行
っ
て
い
ま

す
が
、
私
の
地
元
土
佐
市
で
は

見
ら
れ
な
い
雪
景
色
を
毎
週
の

よ
う
に
体
感
で
き
る
こ
と
に
驚

き
を
感
じ
つ
つ
、
慣
れ
な
い
雪

道
の
運
転
に
は
苦
労
し
て
い
ま

す
。

　
た
だ
、
同
じ
高
知
県
な
の
に

ま
る
で
雪
国
に
い
る
か
の
よ
う

な
美
し
い
天
狗
高
原
の
雪
景
色

を
た
く
さ
ん
記
録
に
残
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
４
年
は
星
空

の
写
真
や
つ
の
フ
ェ
ス
の
映
像

制
作
な
ど
天
体
系
の
業
務
を
中

心
に
行
い
、
星
空
案
内
人
の
資

格
も
取
得
し
ま
し
た
。
２
０
２

５
年
は
、
そ
れ
に
加
え
て
地
域

の
方
と
の
交
流
も
積
極
的
に
行

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

が
津
野
町
に
来
て
感
じ
た
こ
と

の
一
つ
に
﹁
人
の
温
か
さ
﹂
が
あ

り
ま
す
。
時
間
の
流
れ
に
よ
り
、

津
野
町
の
景
観
は
日
々
変
わ
っ

て
い
く
中
で
　
い
ま
　
の
津
野

町
の
温
か
い
人
た
ち
を
写
真
に

残
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
突
然
、
地
域
の
方
に
お
声
が

け
す
る
場
面
も
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
時
は
と
び
っ

き
り
の
笑
顔
を
撮
影
さ
せ
て
く

だ
さ
い
！
ま
た
、
地
元
の
方
か

ら
見
た
津
野
町
の
良
い
と
こ
ろ

な
ど
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
森
下
　
翔
太

▲星ふるヴィレッジＴＥＮＧＵまでの雪

▲星空案内人資格認定書

　
津
野
町
で
は
、
県
内
の
関
係

市
町
村
が
連
携
し
て
、
観
光
Ｐ

Ｒ
や
地
場
産
品
等
の
販
売
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
高
知
県
全
体

の
経
済
活
性
を
目
的
と
し
た

﹃
れ
ん
け
い
こ
う
ち
　
日
曜
市

出
店
事
業
﹄
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。３
月
２
日
︵
日
︶
が
津
野

町
の
出
店
日
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
出
店
し
て
み
た
い
と
い

う
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

高
知
市
の
日
曜
市
出
店
募
集

︻
出
店
日
︼

令
和
７
年
３
月
２
日︵
日
︶

︻
販
売
品
目
︼

津
野
町
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物

及
び
農
産
物
加
工
品
、
特
産
工

芸
品
な
ど

※

現
地
調
理
お
よ
び
鮮
肉
や
鮮

魚
、
ア
ル
コ
ー
ル
類︵
ど
ぶ
ろ
く

を
除
く
︶
等
の
販
売
は
で
き
ま

せ
ん
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
産
業
課
　
石
元
　
和
奈
　
　  

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
０
２
１

高知県の情報
ポータルサイト
広報つのちょうも
掲載中

“
“
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企
画
展
﹁
み
ど
こ
ろ

満
載
！
城
博
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
﹂

　
新
春
を
彩
る
お
め
で
た
い
美

術
品
や
干
支
︵
巳
︶
に
ち
な
ん

だ
も
の
、
初
出
し
と
な
る
新
収

蔵
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

開
催
期
間

　
１
月
１
日
︵
水
・
祝
︶

　
〜
３
月
９
日
︵
日
︶

観
覧
料
　
700
円

︵
高
校
生
以
下
無
料
、
高
知

県
・
高
知
市
長
寿
手
帳
を
お
持

ち
の
方
無
料
︶

 

出
張
ジ
ョ
ー
ハ
ク
in

 

　
　
黒
潮
町

　
高
知
城
歴
史
博
物
館
が
黒
潮

町
に
出
張
！
歴
史
講
座
の
ほ
か

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
体

験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま

す
。

開
催
日
　

　
令
和
７
年
２
月
23
日
︵
日
︶

　
10
時
〜
15
時

会
　
場
　

　
大
方
あ
か
つ
き
館

　
︵
幡
多
郡
黒
潮
町
入
野
︶

①
歴
史
講
座
﹁
黒
潮
町
に
お
け

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
歴
史
﹂

時
　
間
　
10
時
〜
11
時
20
分

講
　
師
　

　
水
松
　
啓
太(

当
館
学
芸
員
︶

定
員
　
100
名

　
︵
申
し
込
み
不
要
／
参
加
費

無
料
︶

※

講
座
終
了
後
、
周
辺
の
津
波

碑
文
と
津
波
タ
ワ
ー
を
ご
案
内

し
ま
す
。
︵
定
員
50
名
程
度
︶

案
内
人
　

　
水
松
　
啓
太
、
黒
潮
町
役
場

情
報
防
災
課
職
員

②
地
域
講
座
﹁
山
内
家
資
料
に

見
る
入
野
地
区
〜
入
野
松
原
を

中
心
に
〜
﹂

時
　
間
　

　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

講
　
師
　

　
片
岡
　
剛
︵
当
館
学
芸
員
︶

定
　
員
　
100
名

　
︵
申
し
込
み
不
要
／
参
加
費

無
料
︶

③
貝
合
わ
せ
を
つ
く
っ
て
み
よ

う　
平
安
時
代
か
ら
あ
る
遊
び

﹁
貝
合
わ
せ
﹂
を
つ
く
っ
て
み

よ
う
！
遊
び
も
体
験
で
き
ま

す
。
︵
当
日
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
︶

④
武
士
の
装
い
体
験

　
刀
や
甲
冑
の
レ
プ
リ
カ
を
身

に
着
け
て
記
念
撮
影
し
よ
う
！

︵
当
日
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
︶

⑤
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
当
館
の
活
動
紹
介
や
地
域
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館

︵
高
知
市
追
手
筋
２-

７-

５
︶

☎
０
８
８-

８
７
１-

１
６
０
０

高
知
城
歴
史
博
物
館
　
催
し
物
の
お
知
ら
せ

甲
冑
体
験
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水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院 く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶・ペットボトル収集日

151413

20 2221

12

19

食改・健康ウォーキングのお知らせ
　　日　　時：令和７年２月10日（月）午前9 : 00～
　　コ ー ス：新土居　勝登呂
　　集合場所：勝登呂口
　　持 ち 物：飲み物・帽子・タオル等
　　どなたでも参加できます。一緒に歩きませんか？（雨天中止）

1

く ろ し お 病 院

　【お問い合わせ先】 津野町食生活改善推進協議会　鍋島惠子　☎090-1009-2508

8765

く ぼ か わ 病 院

可燃ごみ収集日一覧

（葉山地域）

毎週 月曜・木曜‥葉山地域東部

毎週 火曜・金曜‥葉山地域西部

（東津野地域）
毎週 月曜・木曜‥東津野地域中東部

毎週 火曜・金曜‥東津野地域北西部

津野町立図書館かわうそ館・
虎太郎館の開館時間と休館日

　開館時間　午前10時〜午後６時
　休館日　　毎週火曜日・第４金曜日・祝日
　　　　　　年末年始・特別整理期間
　　　12月27日~1月3日まではお休みです。

　　かわうそ館　☎５５-３００１
　　虎太郎館　　☎６２-３５５５

人権・行政相談
と　き：午前10時〜午後３時　
ところ：本庁舎2階

しずくちゃん広場
（離乳食教室）
受　付：午前９時30分〜10時　
ところ：総合保健福祉センター里楽

ちっちクラブ
受　付：午前９時〜10時30分　
ところ：町立図書館かわうそ館

ちっちクラブ
受　付：午前９時〜10時30分　
ところ：西庁福祉交流センター

く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

27 2826

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

納付期限
固定資産税（４期）
国民健康保険税（８期）

つのちょう
ハートウォーミングDAY
とき：午後１時〜
ところ：酒蔵ホール

県立巡回図書
と　き：午前10時50分〜
　　　　午後12時10分　
ところ：町立図書館虎太郎館

県立巡回図書
と　き：午前10時20分〜
　　　　11時50分　
ところ：町立図書館かわうそ館



（建国記念の日）

2月2月

17

16

日曜日 月曜日 火曜日

つ の カ レ ン ダ ー

くろしお病院

18

くろしお病院

25

17

2423

3

55-2230（総合センターで受付）

4

高 陵 病 院

くろしお病院

2

と　き：午前8時30分〜正午
ところ：宮谷堆肥センター前

西地区（東津野地域）
不燃ごみ・粗大ごみ

9

と　き：午前8時30分〜午後5時
ところ：大谷収集場

不燃ごみ・粗大ごみ

くぼかわ病院くぼかわ病院

すくすく広場・おひさま広場

おひさま広場　ところ：さくらんぼ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

　　　2月4日、6日、13日、18日、20日、25日、27日

すくすく広場　ところ：にじいろ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

　　　　　　　　　2月4日、6日、18日、20日、25日

行事や感染症の発生状況により変更する場合があります

東地区（葉山地域）

くろしお病院 高 陵 病 院

くぼかわ病院 高 陵 病 院

梼　原　病　院

10 11

口座振替
固定資産税（４期）
国民健康保険税（８期）

と　き：第１・３土曜日
　　　　午前11時30分
　　　〜正午
ところ：津野町立図書館

　新聞、雑誌、ダンボールは、役
場本庁・西庁の無人回収場所で、
毎日無料で受け入れています。
（受け入れ時間：午前8時30分〜
午後5時まで）
※整理整頓をして置くようにして
ください。

№240　2025.２

献血
西庁舎：午前９時30分〜11時
本庁舎：午後１時〜午後２時
里　楽：午後３時〜午後４時30分

津野町長選挙告示日

津野町長選挙投開票日

第２回津野町スポーツ
交流会
受　付：午前８時30分〜
ところ：葉山運動公園総合センター

梼　原　病　院

（振替休日）（天皇誕生日）

西地区（東津野地域）

東地区（葉山地域）
ビン・缶・ペットボトル

ビン・缶・ペットボトル
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訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

船
戸
　

安
井
　
数
子

久
保
川
　

坂
本
　
千
栄

二
ツ
家
　

森
田
美
智
子

広
島
県
　

隼
田

さ
え

高
知
市
　

西
崎
　
直
子

船
戸
　

松
岡
　
恵
子

船
戸
　

西
村
　
　
久

東
倉
川
　

竹
村
　
一
恵

厚
着
し
て
十
二
単
と
光
る
君

ジ
グ
ザ
グ
の
轍
雪
解
の
通
勤
時

窓
枠
に
墨
絵
の
ご
と
し
今
朝
の
山

光
る
陽
や
晴
れ
着
の
孫
と
初
詣

そ
の
果
て
に
赤
き
夕
日
や
枯
木
立

う
き
う
き
と
旅
の
話
し
や
春
炬
燵

百
八
つ
目
の
鐘
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
戦

新
聞
を
す
み
ず
み
ま
で
読
む
雪
の
朝

︵
令
和
６
年
12
月
届
け
出
分
︶

お
め
で
た
と

お
く
や
み

居
武
士
小
学
校
で
新
春
書
初
め
・
も
ち
ま
き
大
会

お
ろ
む
し

わ
だ
ち

け
　
さ

い
く
さ

　
令
和
７
年
１
月
号
の
広
報
つ
の
ち
ょ
う
の
﹁
ご
み
減
量
化
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介
﹂
の
記
事
に
掲
載
し
て
お
り
ま

し
た
犬
飼
　
心
美
様
の
ふ
り
が
な
に
あ
や
ま
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

︻
誤
︼
犬
飼
　
心
美
︵
こ
こ
み
︶

︻
正
︼
犬
飼
　
心
美
︵
こ
は
る
︶

お
詫
び
と
訂
正
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訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

死　　　　亡

地
区
名

氏
　
　
　
名

年
齢

死
亡
年
月
日

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
け
出
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

新　
　

町

永　
　

林

梶　
　

足

西
の
川

姫　
　

上

北
川
下

老
人
ホ
ー
ム（
葉
山
）

隅　

田　

か　

よ

田　

中　

良　

隆

高　

橋　

幸　

榮

谷　

脇　

正　

喜

市　

川　

央　

子

藤　

村　

幸　

彦

長　

山　

登
志
子

ご
冥
福
を
祈
り
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。

75929966867996

Ｒ
６
・
12
・
３

Ｒ
６
・
12
・
５

Ｒ
６
・
12
・
６

Ｒ
６
・
12
・
６

Ｒ
６
・
12
・
11

Ｒ
６
・
12
・
24

Ｒ
６
・
12
・
26

出生

佐
竹　

由
紀

地
区
名

氏
　
　
　
名

生
年
月
日

保
護
者
名

す
こ
や
か
な
ご
成
長
を
お
祈
り
し
ま
す
。

Ｒ
６
・
12
・
２

じ　
　

う

中　

町

佐　

竹　

慈　

雨

︵
敬
称
略
︶

　
居
武
士
小
学
校
で
﹁
新
春
書
初
め
・
も
ち
ま

き
大
会
﹂
が
１
月
５
日
に
同
校
体
育
館
で
行
わ

れ
、児
童
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　﹁
新
春
書
初
め
・
も
ち
ま
き
大
会
﹂
は
、
居
武

士
小
の
教
員
、
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
で
つ
く
る

同
校
後
援
会
主
催
の
伝
統
行
事
の
ひ
と
つ
で
、

同
校
卒
業
生
の
保
護
者
の
中
に
は
親
子
２
代
で

参
加
し
て
い
る
家
庭
も
あ
り
ま
す
。

　
児
童
た
ち
は
手
本
を
見
な
が
ら
各
自
、﹁
日
の

出
﹂﹁
お
正
月
﹂﹁
平
和
な
年
﹂
な
ど
の
題
目
に
挑

戦
し
、
完
成
後
は
全
員
で
作
品
を
手
に
記
念
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

　
書
初
め
の
あ
と
は
も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
、
保

護
者
が
ス
テ
ー
ジ
上
か
ら
も
ち
や
お
菓
子
な
ど

を
会
場
に
ま
き
、
児
童
た
ち
は
一
斉
に
拾
い
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
﹁
昨
年
も
参
加
し
ま
し
た
。み
ん
な

と
一
緒
に
お
正
月
気
分
を
味
わ
え
て
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
﹂
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。

船
戸
　

安
井
　
数
子

久
保
川
　

坂
本
　
千
栄

二
ツ
家
　

森
田
美
智
子

広
島
県
　

隼
田

さ
え

高
知
市
　

西
崎
　
直
子

船
戸
　

松
岡
　
恵
子

船
戸
　

西
村
　
　
久

東
倉
川
　

竹
村
　
一
恵

厚
着
し
て
十
二
単
と
光
る
君

ジ
グ
ザ
グ
の
轍
雪
解
の
通
勤
時

窓
枠
に
墨
絵
の
ご
と
し
今
朝
の
山

光
る
陽
や
晴
れ
着
の
孫
と
初
詣

そ
の
果
て
に
赤
き
夕
日
や
枯
木
立

う
き
う
き
と
旅
の
話
し
や
春
炬
燵

百
八
つ
目
の
鐘
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
戦

新
聞
を
す
み
ず
み
ま
で
読
む
雪
の
朝

︵
令
和
６
年
12
月
届
け
出
分
︶

お
め
で
た
と

お
く
や
み

居
武
士
小
学
校
で
新
春
書
初
め
・
も
ち
ま
き
大
会

お
ろ
む
し

わ
だ
ち

け
　
さ

い
く
さ

　
令
和
７
年
１
月
号
の
広
報
つ
の
ち
ょ
う
の
﹁
ご
み
減
量
化
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介
﹂
の
記
事
に
掲
載
し
て
お
り
ま

し
た
犬
飼
　
心
美
様
の
ふ
り
が
な
に
あ
や
ま
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

︻
誤
︼
犬
飼
　
心
美
︵
こ
こ
み
︶

︻
正
︼
犬
飼
　
心
美
︵
こ
は
る
︶

お
詫
び
と
訂
正
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こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園

に
じ
い
ろ
園

﹃
小
学
生
・
中
学
生
と
の

　
　
　
　
　
交
流
活
動
﹄

﹃
わ
く
わ
く

　
　
　
お
も
ち
ゃ
ま
つ
り
﹄

　
12
月
に
葉
山
中
学
校
３
年
生

が
家
庭
科
の
授
業
で
遊
び
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
最
初
に
乳
児

組
に
入
り
ま
し
た
。﹁
か
わ
い
い

と
子
ど
も
た
ち
の
目
線
に
合
わ

せ
て
ふ
れ
合
い
、
抱
っ
こ
を
し

て
く
れ
た
り
、
追
い
か
け
ご
っ

こ
を
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
も

大
喜
び
で
し
た
。そ
の
後
、
４
歳

児
と
交
流
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

み
ん
な
で
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
を

し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
恥
ず
か

し
そ
う
に
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
で
し
た
が
、
中
学
生
が
積
極

的
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
、
２
回

目
に
は
す
っ
か
り
慣
れ
て
い
ま

し
た
。そ
の
後
、
中
学
生
が
作
っ

て
き
て
く
れ
た
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

や
オ
セ
ロ
な
ど
の
お
も
ち
ゃ
で

遊
び
ま
し
た
。
名
前
を
呼
ん
で

優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
た
り

﹁
い
え
ー
い
﹂
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

し
て
く
れ
た
り
と
、
楽
し
く
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
の
温
か

く
優
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
、
和
や
か
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
同
じ
く
12
月
に
葉
山
小
学
校

で
、
葉
山
小
学
校
の
１
年
生
と

５
歳
児
の
﹃
お
も
ち
ゃ
ま
つ
り
﹄

が
あ
り
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ
ま

つ
り
で
は
、
１
年
生
と
５
歳
児

が
そ
れ
ぞ
れ
お
も
ち
ゃ
を
作

り
、
そ
れ
を
使
っ
て
一
緒
に
遊

ぶ
交
流
活
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
何
を
作
り
た

い
か
聞
い
て
み
る
と
、
的
当
て

や
く
じ
引
き
な
ど
た
く
さ
ん
の

意
見
が
出
ま
し
た
。
１
年
生
が

楽
し
め
る
お
も
ち
ゃ
は
ど
れ
か

を
考
え
て
、
最
後
は
魚
つ
り
と

も
ぐ
ら
た
た
き
に
決
定
し
ま
し

た
。マ
ジ
ッ
ク
や
絵
の
具
、
画
用

紙
な
ど
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に
合

っ
た
教
材
を
選
ん
だ
り
、
ク
ラ

ゲ
の
足
を
細
い
糸
や
毛
糸
で
表

現
し
た
り
、
工
夫
す
る
こ
と
を

楽
し
み
な
が
ら
作
る
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

　
当
日
は
体
育
館
に
入
る
と
小

学
生
が
用
意
し
て
く
れ
た
ど
ん

ぐ
り
迷
路
や
ま
つ
ぼ
っ
く
り
け

ん
玉
な
ど
の
お
店
が
並
ん
で
い

て
、
子
ど
も
た
ち
は
わ
く
わ
く
。

１
年
生
と
ペ
ア
に
な
り
優
し
く

▲行列ができたよ

▲どんぐりごま、回ったよ

　令和 7 年 2 月 1 日、津野町は町制施行 20 周年を

迎えました。

　記念式典は令和 7 年 10 月 19 日（日）に新庁舎の

落成式典と併せて開催予定です。

平成 17 年 2 月 1 日開庁式典のようす▶

津野町制施行
清流と風と歴史に会えるまち 津野

20周年

手
を
引
い
て
も
ら
っ

て
一
緒
に
お
店
を
回

っ
た
り
、
お
店
の
当
番

の
子
ど
も
は
﹁
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ー
﹂
と
大

き
な
声
で
呼
び
か
け

た
り
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
最
後
に
感
想

を
聞
か
れ
る
と
、
た
く

さ
ん
の
子
が
手
を
挙

げ
て
﹁
１
年
生
と
お
店

を
回
れ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
﹂
な
ど
自
分
の

思
い
を
言
葉
に
し
て

伝
え
て
い
ま
し
た
。
交

流
を
す
る
こ
と
で
小

学
校
を
身
近
に
感
じ
、

自
信
や
期
待
を
も
っ

て
、
小
学
校
に
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
で
き
る
よ

う
に
連
携
を
深
め
て

い
き
た
い
で
す
。

　
１
月
末
に
は
葉
山

小
学
校
５
年
生
と
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

交
流
、
２
月
に
は
道
徳

交
流
や
一
日
入
学
も

あ
る
の
で
、
小
学
校
入

学
へ
の
期
待
も
さ
ら

に
高
ま
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

﹂
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編
集
後
記

　
２
０
２
５
年
に
な
り
、
早
く
も

１
か
月
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。昼
間
は
暖
か
く
な
る
こ
と

も
あ
り
、
外
出
時
の
上
着
に
悩
む

こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
１

月
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
の
で
、
風

邪
な
ど
に
気
を
付
け
て
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。　

　
今
月
号
に
は
、
１
月
に
行
わ
れ

ま
し
た
20
歳
を
祝
う
会
、
消
防
出

初
式
、
歩
け
走
ろ
う
運
動
な
ど
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
会
）

令和７年２月１日
編集　津野町広報編集委員会
〒785-0201
高知県高岡郡津野町永野471-1
TEL 0889−55−2311
印刷　（有）笹岡印刷所

津野町の人口
（令和６年 12月末日現在）

総人口5,184人(-11）
　男　2,460人(±0）
　女　2,724人(ー11）
世帯数2,560世帯(ー1）

カッコ内は前月対比

みんなの作品

　今月号では葉山中学校の生徒の作品をご紹介します。

葉山中１年 堅田　三太
さんた

葉山中１年 川渕　　樹
いつき

葉山中２年 久保浦雪菜
ゆきな

葉山中２年 弘田　晴樂
はるら

葉山中２年 市川　真瑚
ま　こ

葉山中２年 小野川心咲
みさき

葉山中２年 北川　聖輝
いぶき

葉山中３年 今橋　凛花
りんか

葉山中３年 山﨑　心桜
ここは

葉山中３年 西森　啓太
けいた

葉山中３年 大﨑　琥央
こ　お

葉山中３年 竹村愛依子
あ　い　こ

葉山中３年 中山　祐沙
ゆうさ

葉山中３年 津野　心優
みゆう

葉山中３年 白石　春乃
はるの

葉山中１年 大﨑吏愛夢
り　あ　む

葉山中１年 片岡純之介
じゅんのすけ

葉山中１年 堀口　開成
かいせい

はじめてのおたんじょうび

（永野）
石川　陽彩くん

保護者　翔太
令和６年２月29日生まれ

ひいろ生まれてきてくれて、
ありがとう♡兄姉と仲良くた
くましく、大きく育ってね　
ひいろの人生があたたかく彩
りあるものになりますように。

ひいろ
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